
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、本校は山形市教育委員会委嘱による学校研究を行っております。研究主題を「一人一人

の子供を主語にした授業づくりを目指して」（2 年次）と設定し、全ての子供の可能性を引き出す、

個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実の観点から授業づくりに取り組んでいるところです。 

７月１５日（火）、東北文教大学子ども教育学科から 

大谷敦司 特任講師をお招きして第１回目の公開研究

会を行い、第６学年国語科の授業を公開しました。今

回の授業は、「構成を考えて、提案する文章を書こう 

～デジタル機器と私たち～」。目的や意図に応じて設

定したテーマに沿って、収集した情報を分類したり関

係づけたりしながら伝えたいことを明確にし、筋道の

通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考

えて提案する文章を書くことをねらいとした学習で

す。子供たちは、提案する相手に保護者や友達、下学

年の児童などを設定し、自分の考えを支える根拠とな

る事実は何にするか、それらと提案内容には筋道が通

っているかなど、相手の心を動かす説得力のある提案

文にするための構成を真剣に考えていました。 

第２回の公開研究会は、１１月１９日（水）に第１

学年と第５学年の授業を公開する予定です。 
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校長 
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 ７月２１日（月）、ＮＤソフトスタジアム山形にお

いて第４１回山形県小学生陸上競技交流大会 兼 山

形県小学生陸上競技大会が開催され、先の山形市陸

上記録会で優勝した４×100ｍ男女混合リレーメン

バーが出場しました。午前の予選では、５５秒７５と

市の大会での記録を大きく更新して決勝への進出を

決め、午後の決勝では５６秒０５で見事３位に入り

ました。大舞台で持てる力を存分に発揮することが

でき、貴重な経験を重ねた１日になりました。 

６年  М. Ａ   Ｓ．Ｒ 
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６月２４日（火）・２５日（水）に、４・５年生が山形市少年自然の家での宿泊学習を行いました。

実行委員長の Ｔ． Ｙ さんを中心に準備を重ね、スローガンとして決めた「仲良く 楽しく 助け

合い ～Lets Go! 成長の旅～」を達成すべく、勾玉づくりや炊飯活動、キャンプファイヤー、いか

だアドベンチャー等、様々な活動に取り組みました。 

５年生にとっては２回目の宿泊学習です。昨年度の経験を生かし、それぞれの係のリーダーを中

心に先を見通しながら自治的に活動に取り組む姿がたくさん見られ、大きな成長を感じました。ま

た、４年生にとっては初めての活動ばかりでしたが、「ちょっと難しそうだったけれど、思いきって

やってみたらうまくできてびっくりした！」と、一人では達成困難な課題でも、仲間といっしょ取

り組むことで成就感を味わうこともできたようです。 

 「助け合う」といいますが、

手助けすることに遠慮やため

らいがあったりして実行でき

ないこともあります。また、何

か困ったことがあったとして

も、自分から助けを求めたり、

受け入れたりすることにため

らいがちになったりすること

もあります。今回の学びを、今

後の学校生活に、日々の自分

のくらしに生かしていってく

れることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最初に集まった時、班のみんながきんちょう

してなかなか交流ができなかった。でも、班会

を重ね、仲が深まった状態で本番に挑んだ。炊

飯活動やいかだアドベンチャーなど、協力や助

け合いをする場面では、仲の良さで乗りこえる

ことができた。 

 わたしは、自分についた力は助け合う力だと

思います。班長として４年生のサポートや指示

をすべて一人でやり切ろうとしていたけど、そ

れがむずかしいなと気づいて、班の５年生にた

よったり、逆にたよられたりしながら２日間す

ごすことができました。 

炊飯活動のとき、マッチを使って火をつけた

り、うちわを使って火を強くさせたり、５年生

とも協力して自分たちで牛丼をつくれたのがと

てもうれしかったです。この宿泊学習で学んで

成長した団結力をこれからの学校生活にも活か

していきたいです。 

 

班のめあては、「団結し、協力して心にのこる

宿泊学習にしよう」でした。さいしょは、活動の

だいたいは１人でできると思っていたけど、い

ざやってみると自分１人ではできなかったか

ら、班のみんな（友だち）とも協力することがで

きたかなと思います。 
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～子供たちの振り返りから～ 



 

 

 ７月１日（火）、地震などの非常災害時等における引

き渡し訓練を行いました。児童の安全を確保するため、

迅速かつ確実に引き渡すためのシステムを保護者の皆

様と共に構築し、共有するための訓練です。 

今回も、徒歩によるお迎えに加えて自家用車でのお

迎えにも対応すべく、ドライブスルー方式も取り入れ

て実施しました。年度当初に作成した「引き渡しカー

ド」を使用し、いつ、どなたに引き渡したのか、また、

どこに避難するのかといった情報も実際に記録し、事

後の安否確認に活用できるようにしたところです。 

 なお、実際の非常災害時には、放課後児童クラブに

通っているお子さんも含め、全ての児童を学校が保護

者に引き渡すようにいたします。引き渡し方法等につ

いてお気付きの点は反省としてお寄せください。改善

を加えながら非常災害時に備えてまいります。ご協力

いただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月２２日（日）に、日本を美しくする会

「山形掃除に学ぶ会」第 132回山形市立第五

小学校大会が本校を会場に開催されました。 

 「山形掃除に学ぶ会」では、トイレ掃除を

通して、謙虚な人になれること、気付く人に

なれること、感動の心を育むこと、感謝の心

が芽生えること、心を磨くことをねらいとし

て活動を継続されています。活動に参加した

児童も、一人一人が便器と向き合いながら

隅々まできれいに磨き上げ、多くのことを学

ぶことができたようです。 

 ７月６日（日）に、第五地区体育振興会の

主催による第五地区親善グラウンド・ゴルフ

大会が行われました。暑い日差しも降り注ぐ

中、参加された方々も日頃の練習の成果を発

揮して気持ちのよい汗を流されていました。

ホールインワン・コンテストでは、見事一打

でホールポストにボールが入るたびに大き

な歓声が上がり、和気あいあいとした中にも

活気ある大会となりました。大会をご準備い

ただきました体育振興会の皆様も大変お疲

れ様でございました。 

  

  

 


